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対象業務の現状と取組み 

実証実験・業務シナリオ（TO-BE)・成果 

プレゼン：3月10日 B会場 15:00～ IoTによる生産の見える化と連携 

中小企業の水平連携を「見える化」して工程進捗情報を共有する仕組みを実現 

進捗の着手・完了情報をIoT 
(RFID）を活用し自動取得、
進捗状況をそれぞれの企業で
認識できるようにしました。 
プラットフォームで進捗情報を共
有する実証実験を行い、作業
の工程進捗を3社で確認できま
した。 
 

現状：中小企業では人手に依存した管理が多く、特に生産工程の進捗管理の把握は
生産現場の作業負荷になるため十分に行われていません。 
顧客から問い合わせが来る度に事務担当が製造担当者を探して聞きまわり、顧客回答に
も時間が掛かります。企業の壁を超えると更にその事態は悪くなります。 
 
取組み：IoT（RFID)活用で自動的に各社・各工程・他社発注などの進捗状況が把
握・管理できるようにします。その結果、顧客からの問い合わせへのタイムリーな対応、自社
での次工程の事前準備が可能となり、全員が進捗を意識した活動が可能となります。 


